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61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/37/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3790200103-00&ServiceCd=320&Type=search 天井が高く広々としているリビングは、利用者の笑い声や大きな語り声が響いているわりに、静かで穏
やかである。何から何までやりすぎないことに徹していて、車椅子で自走する姿を優しく見守り、食事
は、100％介助するのではなく、スプーンに適量とって、確実に手に握らせ、本人が自力で口に運べれ
るよう、基本的な自立支援をしている。また、地域に恵まれていて、商店街の方との縁も深く、プライバ
シーが守られた町の雰囲気を肌に感じられる。これも医療と合わせて、地域に根付いた介護に繋がっ
ているからであろう。職員間でのシフトも自立支援と同じく、職員発動で職員が職員を活かす組み方に
変えたことから、任せて成果を生む組織ができ上がっていた。評価員の「美味しいですか？」という投
げかけに「美味しい！」とすぐさま利用者から返ってきた。すべてこの言葉に答えが含まれている。

評価機関名 有限会社アウルメディカルサービス

所在地 岡山市北区岩井二丁目2-18

訪問調査日 令和　３　年　１２　月　２２　日

所在地 香川県丸亀市松屋町11番地１

自己評価作成日 令和　 ３ 年   １２ 月   １ 日 評価結果市町村受理日

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3790200103
建物の共有スペースのリビングは、天井が高く天窓があり、お天気など外の様子を感じること
ができます。建物内で過ごすことが多くなっても、開放感のあるところで気持ちよく生活してい
ただけます。感染症の予防に配慮しながら、ご家族様とリビングの大きな窓越しに会うことが
できます。ホームの敷地は商店街近くの道路に面しており、プライバシーが守られながらも町
の雰囲気を感じることができます。協力医療機関が併設しており、24時間体制で、医療・看護
が受けられます。

法人名 医療法人社団厚仁会

事業所名 グループホームこうじん



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につな
げている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、
事業所自体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が
見過ごされることがないよう注意を払い、防止に努めて
いる

勉強会を通じて虐待防止について学んでいま
す。医師からお話をきいたり、介護、接し方につ
いてふりかえりを行い、考えながらケアを行うよ
うにしています。

主に運営推進会議の書類をおもちする時にお
話しさせていただくようにしています。随時、お
電話でアドバイスをお願いすることもあります。

認定調査の際に、食事の盛りつけを褒めて頂き、
「自分で食べれるスプーンがあるよ」との情報も頂
いた。窓口は、管理者で、コロナ前は、市主催の
ま～るの会の研修会や勉強会にも参加していた。

効率中心の介護となり拘束につながっていかな
いように、勉強会を通じ認識を深めるようにして
います。業務内容の見直しも同時に行ない、拘
束のないケアに取り組んでいます。

安全面に配慮し、グレーゾーンに関しては、基本
はしない。委員会は毎月実施していて、相手の気
持ちに合わせた言葉かけを実践している。最近で
は、車イスの方のケアについての話し合いをした。
夜間は安全面に配慮して、玄関のみ施錠をしてい
る。

自
己

外
部

項　　目
外部評価

地域の民生委員さんへ運営推進会議の書類を
おもちしたりする折に、認知症についての情報
提供をさせていただいたり、情報を教えていた
だくこともあります。

日ごろのホームの様子について、会議の書類を
おもちしたりする折にお伝えしています。また、
お電話を通じてお知らせもしています。そして、
ご意見をうかがっています。

コロナ前には、商店街とのコラボ企画で、利用者
が役割を達成したら、商店街からご褒美券を発行
して、お店に持っていくと品物に交換できる案を頂
いたこともある。リビング内に商店街を作ってみた
らどうか？の案もある。七夕の飾り付けの依頼が
あり、飾り付けの手伝いをした。

「安心・笑顔・気配り」の理念に基づき、これを実
践につなげられるよう、毎日のミーティングや毎
月の勉強会を通じて業務のふりかえりを行って
います。

開設当初、初代理事長が決めた理念を書道で執
筆されていて、廊下、リビング、事務所に掲示され
ている。職員が出勤したら、「おかえり」という挨拶
が利用者から投げかけられ、ここが自宅という感
覚になりきり、今は大切な自分の家にいるのだか
らという気持ちで、仕事に取りかかっている。

感染症対策をとりながら、すぐ横の商店街の行
事に参加しています。窓ごしに、近隣の方との
コミュニケーションも図ることができます。

地域の道路を通る際に、挨拶は欠かさない。町内
会で、ゴミ掃除に参加し、商店街の化粧品屋にご
み袋を買いに行き、花屋と情報交換をするくらい
顔馴染みの関係となっている。自治会長、民生委
員が近隣にいるので、顔を合わせる機会が多く、
最近では災害対策について話した。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させ
ている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作
り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を
通じて、サービスの質を向上させていく取り組みをして
いる

インターネットを使用した研修を準備したり、代
表者から情報提供を行い、職員のスキルアップ
が図られるようにしています。

専門誌の購読を通じて、他事業所の取り組みを
知る機会をつくっています。

日ごろから、気軽にお話ができる雰囲気づくり
に努めています。勉強会や毎日の朝礼を通じて
定期的に提案等をおききする機会を設け、ケア
や業務に反映しています。

管理者はリラックスして世間話をしながら、職員の
話を聞いている。ゲートキーパー役の職員がい
て、勤務表の作成に一役買い、管理者への情報
もよく入る。休暇も取りやすい環境で、職員間同
士、何でも話ができている。

職員意見は反映できているが、介護の質
を上げるために、見えないところを特に見
えるようにしてはいかがでしょうか？

自己評価を通じて勤務の状況やお悩みごとの
相談等ができるようにしています。日ごろから気
軽にコミュニケーションがとれるよう、代表者や
職員相互で声をかけ合うようにしています。

契約時には、必要に応じて医師に同席していた
だき、内容について丁寧にご説明するように努
めています。分からないことは、気軽に連絡して
いただくようにお声をかけています。

ホームに来ていただいた時に、お話をさせてい
ただいたり、お電話でもその都度ご意見をおき
きしています。個人情報保護に気をつけなが
ら、かかりつけの医師を通じる等ご意見を把握
しています。

コロナ禍で電話で意見を聞いていたが、最近はコ
ロナ禍が少し収まったので、玄関先やリビングの
窓越し面会からの直接意見も増えつつある。頻度
が多い方で１週間に１回。最近は消耗品について
話し合った。利用者の状況を細かく説明すると情
報量が増えてきている。

包括支援センターや社会福祉協議会からアド
バイスをいただきながら、地域の皆様やご家族
様等に情報提供ができるように努めています。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保
するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」
まず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も
含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関
係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

いっしょに日常の作業をしていただいたり、入居
者様相互にコミュニケーションがとれるようにお
手伝いし、相談のし合いをする等していただい
ています。

ご本人様をよく知っているのはご家族様であり、
ご本人様の要望を代弁していただいています。
ケアがホーム内の資源だけで完結しないように
ご家族様と協力しながらケアにあたっていま
す。

対面やお電話のお取次ぎやお手紙のやりとり
のお手伝いをしています。

手紙を頂くと喜んで、「返事を書いていい？」という
言葉を頂いた。商店街の方やリハビリに行った際
のドクターと世間話も頻繁にしている。病院の向か
いにある幼稚園が馴染みの場で、コロナ前は、園
児がクリスマスの行事にも参加してくれていた。

馴染みの人や場所をもっと増やしてみて
はいかがでしょうか？

ホームでの生活について、丁寧にご説明しご要
望や実際の心身及び社会的な状況がサービス
の導入にあたり妥当かどうか慎重に選択してい
ただけるよう配慮しています。

これまでおくってこられた人生に敬意をもちなが
ら、その先輩としてのご経験から学ぶ姿勢も明
らかにしながら関係を築くように努めています。

個人情報の保護に気をつけてご本人様ご家族
様の許可を得ながら、ご入居前のご担当の医
師やケアマネージャーさんからもお話をうかがう
ようにしています。

事前の情報等をもとにしながら、お話していただ
きやすいように、その時のお気持ちによりそい
ながら、お声をかけるように気をつけています。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性
を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、こ
れまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの
意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作
成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

記録と計画の内容とが項目番号により把握でき
るようにしています。申し送り時にも、この記録
をもとに丁寧に情報共有を行い、計画の見直し
につなげています。

医師やリハビリ担当者等の専門家のアドバイス
を受けながら、ホーム内だけでなく併設の病院
や通所リハビリ等と協力し、柔軟な対応ができ
るようにしています。

定期のカンファレンスを通じて現状を把握し、そ
の共有を図り、よりよいケアにつなげられるよう
にしています。また、毎日のミーティングを通じ
把握に努めています。

担当制のモニタリングを通じて、個別により深く
課題について認識し、話し合いにもつなげら
れ、現状に即した計画が作成できるようにして
います。

介護計画は、入所前と3ヶ月に１回修正し、何かあ
ればその都度毎に修正している。モニタリングは
毎月、何かあれば手厚く介護ができるという面か
ら、担当制を敷いて対応している。

もの忘れの進行や機能の低下によりご意見が
表明しづらくなっていることが多いので、情報の
保護に気をつけながら、ご家族様等関係者の
お話も丁寧におききして把握に努めています。

相手の気持ちや認知症の度合いに合わせた言葉
かけをしている。思いを言えない方には、家族に
相談している。お風呂でリラックスした際に、意見
がでやすく、夜間のリビングで、ソファに座り、思い
を聞くこともある。

ご家族様等関係者の皆様がお話してくださりや
すい雰囲気をつくり、気軽にお話しいただけて
情報の把握ができるようにしています。

入院される等でホームを出られてからも、情報
の管理に気をつけながら、ご本人様ご家族様の
同意の上、入院先のご担当者と連携を図るよう
にしています。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本
人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽
しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切
な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づき
を、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるように
支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、又、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情
報交換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくりを行っている

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできるこ
とを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 （13） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域
との協力体制を築いている

緊急時の連絡体制について、地域の方と確認
を行っています。ホームの駐車場が地域の避難
場所となっており、近隣の皆さんとともに安全の
確保ができるようマニュアルを確認しています。

年２回地震、高潮を想定した訓練をしていて、避
難経路は玄関横に、リビングの事務所に連絡網を
掲示している。場合によっては、ラインやメールも
活用している。備蓄は、病院で１週間分保管し、自
家発電もある。

ご契約の際に、重度化の際のケアについてご
説明しています。ご本人様、ご家族様のお気持
ちに配慮しながらアンケートにご協力いただき、
お考えについて把握するように努めています。

看取りはしているが、母体の病院へ入院される方
が多い。終末期に向けて、アンケートを取ってい
て、今はわからないという項目に〇をする人が多
く、その時の気持ちを１番大切にしながら気持ちに
添えていて、経過によっては、アンケートはその都
度実施している。

勉強会を通じて事故発生時の対応についてマ
ニュアルの確認や資料を読み、スキルアップを
試みています。医師からアドバイスを受けること
もあります。

医療連携ノートにより、毎日の状況を医師にご
報告しています。また、何か変化がある場合
は、その都度医師、看護師にご相談、受診等の
対応につなげています。

ご本人様、ご家族様の許可を得ながら、個人情
報の保護に気を付けて、情報の共有を行ってい
ます。普段から医師、看護師とのコミュニケー
ションを大切にしています。

管理栄養士等の資源を活用しながら、もともと
食にかんするお仕事をなさっていた入居者様の
アドバイスをうかがい食事が楽しみになるように
する等しています。

併設の病院以外の専門の医療機関とも協力し
ながら、入居者様にとり適切な医療の提供が受
けられるように支援しています。

かかりつけ医は、法人内の病院に変更する人が
ほとんどで、継続した医療を受けている。母体が
病院なので、24時間365日対応して頂いている。
他科は(眼科、歯科)、家族が連れて行き、コロナ
前は、訪問マッサージをしている人もいた。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ね
ない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひと
りのペースを大切にし、その日をどのように過ごしたい
か、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援
している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力
を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、
片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援
をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひと
りの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

その時により、ご気分も変化し、食べられる形
状や量も微妙に変化します。食べやすさやお好
みに配慮し管理栄養士と協力しながら支援して
います。

歯磨きやうがいのお声かけをして、無理のない
範囲でご自分で口腔ケアをしていただきます。
お気持ちに配慮しながら介助もして、必要に応
じて歯科の往診もお願いしています。

その日、その時に着たい服をご自分で選んでい
ただきます。ご家族様の協力を得ながら衣服や
化粧品を準備し、その方らしい過ごし方ができ
るようお手伝いしています。

できることを無理なく行い、入居者様職員がとも
にホームの一員として協力し、日々の食事の準
備や片付け等行っています。食事内容のアドバ
イスを入居者様からしていただきます。

朝の汁物は施設で提供し、テーブル拭きを手伝っ
て頂いている。職員もできるだけ、一緒に食べて
いる。職員さんと利用者さんが笑顔で食卓を賑や
かしていた。おやつ、たこ焼き作り、果物をクレー
プの生地にのせて食べる。春には砕いたタケノコ
を食べて旬を感じていた。

その時をどんな風に過ごしたいか、何が食べた
いか、着たいか等、生活全般にわたり、意思を
確認しながら「気配り」で自己決定ができるよう
に努めています。

もともと住み慣れたお家で過ごしているように、
リラックスしてご自分のペースでお過ごしいただ
けるように食事や入浴等一律にならないように
気をつけています。

勉強会を通じて人権について、認識をするよう
確認を行っています。人生の先輩として尊敬の
念をもって対応するよう、職員どうし声をかけあ
いながら、ケアにあたっています。

呼称は、苗字に「さん」付け。旧姓で呼んだ方が反
応がいいときもある。排泄失敗時、「今日は寒いの
でお風呂に入りましょう」、「新しいのを持ってきた
ので、変えましょう」と視点を変えて言葉かけをし
ている。カーテンやノックをして、プライバシーに配
慮している。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

43 （16） ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や
排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んで
いる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわ
ずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひと
りの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、
気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。又、普段は行けないような
場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と
協力しながら出かけられるように支援している

感染症対策をとりながら、周囲の状況に気をつ
けながら、ホームの前に出る等、閉じこもること
のないように気をつけています。植木やお花が
眺められる環境をつくり、気持ちよく過ごしてい
ただけるようにしています。

商店街の方から市に参加し、露店、ダンスなどを
遠目に見に行った。春には、近隣の幼稚園の花見
に出かけ心躍らせた。夏場には、朝顔の水やりを
行い、朝顔との挨拶から一日の日課が始まってい
る。

情報の保護に気をつけながら、ファイルにお薬
の一覧、内容を記したものをまとめています。随
時薬剤師と連携しながら、確認を行っていま
す。

手先の動きが十分でなくても、お気持ちに配慮
しながら、無理なく作業を職員といっしょに行っ
ていただきます。実際に作業が難しくてもアドバ
イスをいたただいています。

無理なく入浴していただけるよう、お声かけを工
夫したり、その時のお気持ちやタイミングにより
お時間をずらしたりしています。

入浴は週２回。通所リハビリのバスチェアを利用
する場合もある。浴室内は、浴槽が真ん中に配置
されていて、安全面に配慮した介助と、暖房完備
で温度調整をしている。入浴を拒否した方に「美味
しいごはんが待ってるから」、「息子さんに頼まれ
ているから」と言葉かけをした。

もともとお家で使われていた慣れた寝具を利用
していただくようにしています。健康に配慮しな
がら、お好みに合わせた使用ができるように努
めています。

プライバシーに配慮しながら記録を通じて状況
を把握させていただいています。ご希望に添い
身体状況を考慮しながら安全にトイレでの排泄
を目指しています。

トイレは３か所あり、車いすが通れるくらい出入り
口が広い。排泄チェックシートを活用していて、オ
ムツからリハパンに変わった人もいる。夜間のみP
トイレを使用している。

水分の補給に気を付けています。体操を行った
り、医師や栄養士と連携しながら、食事内容も
考えて自然なかたちで排泄ができるように努め
ています。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり
使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺
激（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生
活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような
工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が
居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」を活
かして、安全かつできるだけ自立した生活が送れるよう
に工夫している

住空間の雰囲気や調和を考えながら、浴室やト
イレ等の場所がわかりやすいように表示をして
います。安全に気をつけて、できるだけご自分
で好きな場所、必要なところへ移動できるようお
声かけ、手すりの設置をしています。

建具、ソファ、机の配置を工夫し、もともとの広
い空間を生かして、気持ちよく他者との交流が
できたり、プライバシーが守られる空間づくりを
しています。

ご本人様やご家族様とよく相談しながら、お家
で使っていた家具を置いて、使い慣れたものに
囲まれる等リラックスしてお過ごしいただけるよ
うにしています。

エアコン、ベット、タンス、床頭台が備えつけられ、
扉は広く、車いすも通りやすい。旦那様の写真を
飾っていたり、丸亀城へ行った時の笑顔で写って
いる写真が飾られていた。使い慣れたラジオを持
ち込み、奏でられる音で心を落ち着かせている。

お電話を取り次いだり、お手紙を代読したりし
て、交流が継続できるようにしています。情報の
保護に気をつけながらもとのご近所の方等との
交流ができるようにしています。

建物自体が広くつくられており、天窓があり開放
的になっています。夏場はパラソルを使用する
等調光にも気をつけて、気持ちよくお過ごしいた
だけるように努めています。

リビングは広くて、天窓から暖かな光が差し込み、
利用者を元気づけている。夏場はパラソルを出し
て、日差しを緩めて、季節感を味わっている。利用
者は朝のコーヒータイムを楽しんでいて、ホッとし
た笑顔で過ごしていた。室内の温度調整も出来て
いて過ごしやすい環境となっている。

せっかく近くにお店があるのにお買い物がしにく
い状況になっています。併設の病院の自動販
売機で好きなジュースを買ったり散髪代をご自
分で支払っていただいたりしています。
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